
京都府教育委員会認定フリースクール 

聖母の小さな学校 

2019 年 

11月 1 日発行 

第 208号 

 

  スポーツフェスタ中止となる！（警報発令のため） 
 

 灯火親しむ候、平素は聖母の小さな学校の教育にひとかたならぬご支援をいただき、深く感謝いたし

ます。さて、残念なことでしたが、10月 12日に予定しておりました「スポーツフェスタ」が暴風警報

発令のため、中止になりました。第 26回目となる今回が、初めての中止でした。毎年、80～90名の 

皆様が本校の生徒たち（現在、中学生 5 名）を励まし、暖かな眼差しを注いでくださいます。そして、

生徒たちが「不登校の自分を見つめ、自分に出会い、自分の足で歩き始める」ことを、感動的にとらえ、

人間が生きる原点に触れてくださいます。 

 今年のテーマは「学校は、先生や周りの人が怖くて居られなかった。行ったり休んだりしていたが、

苦しくなる一方で、心も体も限界が来た。そして、『聖母』に来た。」でした。このようにして、聖母に

入学した生徒たちです。スポーツフェスタは中止になりましたが、このテーマを基に、生徒は 10 月か

らの学びをすすめています。社会的自立（学校復帰も含めて）に向かう基礎となります。どうぞ、今後

においても、「聖母の小さな学校」に暖かな眼差しを注ぎ、お導きくださいますようお願いいたします。

聖母はいつも教育の基本に立ち返り、不登校の子どもたちの一人ひとりの「今」に添って、教育して 

いきます。 

 10月 29日の保護者会である保護者が、「聖母にしがみつきながら、（うちの子どもは）1年かかって、

朝起きられるようになった。まだ聖母のクラスには入れないが、毎日登校できている。」と話されまし

た。その 1 年、「もう起こすのを止めよう、無理だ、と何度も思いました。その度に聖母から、あきら

めないこと、起きなくても起こし続けようと言われてここまで来ることができました。」と話されまし

た。同じことを繰り返すこと、進展が見られないように見えることでも、小さな好ましい変化を捉える

眼が大切であると思います。そのためにも、どうぞ、聖母での面接を取るようにしてください。また、

在籍していない不登校の子どもたちの保護者にも、どうぞ面談をお勧めください。 

 今月もよろしくお願い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜今月の主な行事＞ 

5日（火）・19日(火) 中国語教室     14日（木）・27日（水）ギター教室 

8日（金）ハイキング                22日（金）月例保護者会 

12日（月）・18日（月）茶道教室     24日（日）親子遠足「一乗谷朝倉氏遺跡」 

13日（水）華道教室         29日（金）心身障碍者施設ボランティア 
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